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皆さんからのお便りお待ちしています。
　　　　　　　　役場企画振興課まで
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本の読み聞かせなど日ごろの活動が評価

　今回、日野町の朝刈林道終点から小
尾根を県境尾根に向かって入山し、標
高1,000m付近から出現する約７haの
広さのブナ林を調査しました。
　標高 1,070m より県境尾根の直下
1,170m までの間に約４ ha の広さで原
生林が存在しています。原生林の中
で確認した幹周り（地上 1.3m）３ mを
超えるブナの巨木計６本を確認。こ
れらの推定樹齢は 260 年から 380年ぐ
らいだと思われます。なかでも幹周

りが４ mを超える巨木が２本あり、大
山でも少なく非常に貴重なものです。
　今回の調査で、日野町内には貴重な
ブナ原生林が広い面積にわたり存在
することが分かりました。さらに県
境筋に原生林が続いている可能性が
あると思われますので、調査や環境の
保護をしていただきたいと思います。
　自然は貴重な財産です。いつまで
もブナ原生林があり続けるまちで
あってほしいと願います。

広報

　　　　　　今回は、長尾昭さん（江府町久連）

　　　　　　から日野町金持に広がる「ブナ原生

林」について便りが届きましたので紹介します。

　　広々と続くブナ原生林

幹周りが４ mを超える巨木
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